
確認試験




本品10ｇ（095～104ｇ）を量り、メタノール100mLを加え、20分間振り混ぜ


た後、ろ過し、ろ液を試料溶液とする。以下ナラシン製造用原体の確認試験を

準用する。



ナラシン製造用原体の確認試験を準用する。


乾燥減量


120％以下（１ｇ，067kPa以下，60℃，３時間）


力価試験

寒天平板（単層）


ナラシン製造用原体の規定を準用する。


試験菌


ナラシン製造用原体の規定を準用する。


常用標準希釈液の調製


ナラシン製造用原体の規定を準用する。


試料溶液の調製


本品の表示力価に従い、試験を行うために必要な量を有効数字３


桁まで量り、その数値を記録し、１mL当たりの濃度（推定値）が約１㎎（力価）

となるよう、メタノール（９→10）一定容量を全量ピペットを用いて加え、20分

間かき混ぜた後、ろ過し、そのろ液を試料原液とする。試験を行うために必要な

量の試料原液を全量ピペットを用いて量り、以下ナラシン製造用原体の規定を準

用する。




製造方法の基準

ナラシン製造用原体に、賦形物質を加えて製造すること。




保存の方法の基準

ナラシン製造用原体の保存の方法の基準を準用する。




表示の基準

本品の直接の容器又は直接の被包に、次の文字を記載すること。

有効期間


製造の翌月から２年


使用上の注意


この飼料添加物は、鶏に過剰投与した場合発育障害がおこるので、


定められた添加量を厳守するとともに、均一に配合するよう注意すること。


(120)～(124)


（略） (123)～(127)


（略）
（削る） (128)


アンプロリウム・エトパベート


ア

製造用原体



成分規格

ａ

アンプロリウム

含量


本品は、定量するとき、アンプロリウム（C14H19ClN４・HCl）950％以上を


含む。

物理的・化学的性質



本品は、白色～淡黄色の粉末で、臭いはない、又は特異な臭いを有する。




本品は、水に溶けやすく、メタノールにやや溶けやすく、エタノールに溶け

にくく、エーテル又はクロロホルムにほとんど溶けない。


確認試験




本品の01mol／Ｌ塩酸溶液（１→100000）につき、吸収スペクトルを測定


するとき、波長244～248nm及び260～264nmに吸収の極大を示し、それぞれの

極大波長における吸光度をA１及びA２とするとき、A１／A２は、104～106であ

る。



本品の水溶液（１→50）は、塩化物の定性反応を呈する。

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